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	1. 本提言書の背景と目的
	2-1. グループワークによる成果と提言

	2-1-2. 居心地の良い空間作りと脱炭素の推進化に 　　　  ついての提案
	　2日目は深草キャンパスで実施し、1日目とは別の1班から4班の4グループで議論を行った。2日目午前は深草キャンパスの新棟における居心地の良い空間作りについて、午後は分野別による大学の脱炭素について話し合った。
	　グループ1は、「る」の森  の一階の密集や日照の偏り、新棟側の利便性不足を課題ととらえ、密集度の可視化や店舗配置の分散、緑化空間の活用、光環境に応じたリラックス・学習空間の分離などを提案した。脱炭素化では紙使用量の多さや認知不足にも問題を感じ、授業などでの周知、発電量の可視化、環境表彰、紙ポイント削減や古紙回収設置などで行動変容を促す。
	　グループ2は、深草キャンパス新棟を有意義に活用するため「脱炭素」「自然共生」「居心地」の3視点から施策を提案した。デポジット容器や紙削減でごみを減らし、環境行動を可視化する仕組みを導入する。キャンパスの混雑度マップや森の手入れ、木材ワークショップなどで快適性と地域交流を促す。発電量の見える化により学生主体の脱炭素化を推進する。
	　グループ3では、善行をポイント化する「功徳プロジェクト」が提案された。これは、リユースマグ利用や気候会議参加などの環境配慮をはじめとする社会貢献行動を仏教的視点に基づく「善行」と定義し、その実践に応じて「徳得ポイント」を付与・可視化する包括的な仕組みである。善行をポイント化することで可視化やランキングにより参加意欲を高める。また「陰徳報告制度」をつくり規定された「善行」以外の自主的な行動も促す。獲得ポイントは、龍谷の森での名入り植樹、オリジナルグッズや野菜との交換、生協電子マネーへの変換などに活用する構想である。
	　グループ4の提案は、「使いこなせる・リラックスできる」大学空間の実現を目指し、学内施設をまとめたフード・空間マップを作成し情報を一元化することで、人の流れを分散し混雑を緩和することを提案したほか、新棟への壁面緑化で景観向上と遮熱効果を図ることを提案した。これにより居心地向上と環境負荷低減、施設の有効活用、地域に開かれたキャンパスの実現が期待できるほか、「る」の森の混雑や食堂の過密、教室環境の不快さ、施設情報の分かりにくさといった課題を解決に導く。

	2-1-3. 分野別での提案
	　2日目の後半は、各グループごとに「建物・エネルギー」「教育」「地域連携」「通勤通学」という4つのテーマを割り当て議論を行い、最後に全体で共有する機会を設けた。以下、主要な提案を一部抜粋しリストアップしたものである。
	【建物・エネルギー】 ・小中高生向けに空き教室開放 (週末・長期休暇) ・龍谷の森の資源を使ったハンドメイキングイベント ・龍大が発電する再エネの余剰電力の寄付 ・図書館・プールを長期休暇限定で開放 ・龍谷おにごっこの実施 ・瀬田ドームを地域のスポーツクラブに貸出 ・瀬田のキッチンで料理教室 ・餅つき大会 (龍谷の森の木を使った杵と臼) ・大宮の伝統建築×オープンカフェ ・深草キャンパスの大型モニターの活用 （パブリックビュ 　ーイング、映画鑑賞会、龍谷ドキュメンタリー上映、ゲ 　ーム大会）
	【教育】 〇 大学生が幼稚園、小学生、中学生、高校生と年齢に応じ 　た教育の提供を行い、教育を受けた人が次の教育提供者 　として担い手になる循環を生み出す構想を前提とし、具 　体的な取り組みとして以下を提案する。 ・大学生による環境に関する絵本や紙芝居の作成 ・「仏教SDGｓ概論」の授業をポスターや授業の感想を学生 　が共有できるサイトの開発 ・ボランティアセンターを通じた野外活動の実施 ・「好きなこと×脱炭素」でサステナブルなことに取り組め 　ることを周知する機会の提供
	【地域連携】 ・共創HUBを研究者・企業・他大学、修学旅行生や課外学 　習生などとの連携拠点とする ・IoTゴミ箱  等を活用したごみ問題対策 ・深草キャンパスでの防災を意識したキャンパス内スタン 　プラリー ・学内でもシェア教科書・シェア本をはじめとした「シェ 　ア」に関する取り組みの拡大 ・地域の人に大学が余っている教室を貸し出し、大学のク 　リーンなエネルギーを地域の人に　余すことなく利用し 　てもらうシステムを作る。 ・芸術系大学、伝統工芸系学校とのデザイン連携 ・他大学の環境系取り組みとの情報共有・報告会
	【通勤・通学】 ・龍谷大学のスクールバスをすべてEVバスにする ・CO₂排出量を削減し、大学の環境配慮の姿勢を目に見え 　る形で示す。 ・瀬田駅―瀬田キャンパス間にスクールバスを運行する ・地域住民も利用できる電動自転車を用いたシェアサイク 　ルを導入する

	2-1-4. 学生団体OCsによる考察と提案
	　龍谷大学が学生と共に取り組んでいくためには、好きなことや楽しいという体験と脱炭素を掛け合わせたイベントを実施することが重要である。例えば「龍谷の森」の間伐材を活用した杵と臼づくりと餅つき大会の開催、深草キャンパスにあるモニターで環境問題に関する映画鑑賞会、そして大宮キャンパスの伝統建築を活かしてオープンカフェを開催し、地域の人々と共に気候変動や脱炭素について考える機会などを提供するのはいかがだろうか。これらのイベントを実施することで脱炭素に対するハードルを下げ、学生がより主体的に気候変動対策に取り組む機会となることが期待できるだろう。また、環境問題に関して有益な事業を展開している企業を招待して講演会を行う。これはキャリアとして結びつくことを伝える機会となり、学生が持つ環境や気候変動に対する関心を長期的に育てていくことに貢献するだろう。
	　本提案は、学生・地域・大学が一体となり、楽しさや学びと結びついた持続的な脱炭素の仕組みを構築しようとするものである。日常の善行を可視化することや、参加のハードルを下げることで、主体的かつ継続的な気候行動を地域や学生などの様々な主体に根付かせることを目指すことが出来るのではないだろうか。

	2-2. 「学生気候会議 意見集約」からの提言
	3.　参加学生の状況と学びについて
	　第5回（2025年度）の参加人数申込者は30名（運営スタッフである学生団体OCs 6名は含まず）で昨年度と比べて学部と学年ともにばらつきが広くみられた。申し込み時点では昨年よりも参加者は多かったが欠席者も多く参加者自体は昨年よりも少なかった。
	　当日の参加人数は、23人（1日目）、19人（2日目）であり、うち全日程参加学生は19人(OCｓ 6人) であった。全日程参加学生の所属学部（人数）については、文学部（1）、法学部（0）、社会学部（0）、経済学部（3）、経営学部（1）、国際学部（2）、政策学部（8）、理工学部（2）、農学部（1）であり、全日程参加学生の学年（人数）は 4回生（2）、3回生（5）、2回生（3）、1回生（7）であった。
	　以下に示す通り、開催前のアンケートでは、気候変動に関して詳しい学生ばかりでないことがわかる。多様な学部・学年から参加し、気候変動に関しての知識量もさまざまであることがわかる。
	　主な会議への参加理由は「気候変動問題に関心があったから」「龍谷大学のサステナビリティに向けた取り組みに関心があったから」といったように、比較的問題意識が高かったことが見て取れる。多様な意見を集約するという気候会議の主目的にかなった参加者構成であると言える。 　会議後の感想については、「楽しかった」「勉強になった」と全員が肯定的な感想を持っており、学年や学部を越えた仲間との議論に価値を感じている感想が多かった。また、「他の人のアイデアをまとめて言語化して発表することの難しさを学んだ」という複数人による議論ならではの意見もあった。「地球環境の重要性を認識できた」など環境問題を「自分事」としてとらえる意見もみられた。 　特に印象に残った学びについては「龍谷大学の脱炭素への取り組み」や「対話や話し合いの重要性」に加えて、今年度は多くの学生から「龍谷の森フィールドワーク」があげられており、昨年度に引き続き瀬田キャンパスで実施したことをプラスにとらえていることがわかる。なお、次年度も学生気候会議へ参加を希望するかを聞いたところ、全員から参加する意思がある回答を得た。 　一方で、参加学生を集めることが毎年課題となっており、教員ら大学側だけでなく、OCsや今年度の参加学生が中心となって、来年度以降持続的に参加学生を集めていくことが必要であろう。
	　今回1日目の事後課題としてOCsがアンケートを作成し、参加者23人のうち16人の回答を得た。どういうジャンルの環境問題に関心があるかを聞いたところ、主に地球温暖化や気候変動や生物多様性の保護に関心が高いことが判った。
	　また、環境・社会問題にどれほど興味があるか聞いたところ、ほとんどの参加学生は興味を一程度持っていることがわかった。無作為抽出対象者のうち参加者はごく少数であるが、今回初参加の一回生が多かったことから、徐々に問題意識は高まっているように見える。一方で、関心の低い層へのアプローチが今後の課題である。

	5.　資料編
	5-1.　プログラム概要
	　午前の部では、企業や行政、農家やNPOなど様々な実際のステークホルダーになりきって、それぞれの利益を守りながら社会全体の脱炭素を目指す、「2050カーボンニュートラル」というカードゲームを行った（進行：京都府地球温暖化防止活動推進センター副センター長、気候ネットワーク上席研究員）。参加した学生からは、気候変動問題を自分事としてとらえるきっかけになったという声が聞かれ、これから2日間の議論に向けたインプットとなったほか、議論を共にする仲間と打ち解ける機会となった。 　カードゲームの後、国際学部の斎藤文彦教授より、気候変動の現状とサステナビリティの取り組みについての基礎知識が提供され、学生が議論に積極的に参加出来るようにするためのインプットの機会となった。

	【2日目】 開催地　深草キャンパス　慧光館201教室
	9:30    オープニング 9:35    龍谷大学のゼロカーボン・ユニバーシティ 　　    ネイチャーポジティブ宣言に関する取り組みについて             講義：副学長／政策学部　教授　深尾 昌峰 氏 9:55    キャンパスツアー             案内：サステナビリティ推進室　課長　原田 正誓 氏 10:45  休憩 10:55  グループワーク 　　　テーマI：深草キャンパスの新棟建設/深草の森づくりに 　　　　　　　 おける脱 炭素化/居心地の良い空間づくりにつ　 　　　　　　　 いて 12:05  成果発表 12:20  テーマIに関するコメント 12:30  昼食休憩 13:30  過去の気候会議による提言内容の進捗状況報告             報告：龍谷大学学生気候会議実行委員会OCs　                        岩佐 祐吾 氏　 13:50  テーマⅡに関する論点提起             講義：気候ネットワーク　上席研究員　豊田 陽介 氏 14:00 グループワーク 　　　テーマⅡ：エネルギー・建物、通勤通学、教育、地域連 　　　　　　　　携の4つのテーマに関する脱炭素化に関する 　　　　　　　　アイディア 15:10  参加者の意見集約 15:30  成果発表 15:50 グループワーク及び全体に関するコメント 16:00 ファシリテーショングラフィックの一言解説            解説：特定非営利活動法人グローカル人材開発センター            戦略総務主任／グラフィッカー 外崎 佑実 氏 16:05  チェックアウト 16:30  クロージング
	　2日目は、深草キャンパスで開催された。午前の部の開催にあたり、深尾昌峰副学長より龍谷大学のゼロカーボン・ユニバーシティとネイチャーポジティブ宣言に関する取り組みについて共有がされた。深尾副学長は、学生気候会議の取り組みが実際の大学のガバナンスに反映されている点を強調し、学生の積極的な参画とユニークなアイデアの共有を歓迎した。 　次に、サステナビリティ推進室課長の原田正誓氏より、深草キャンパスに建設された新棟に関して、その脱炭素の取り組みなどについて情報共有が行われ、続いて実際にキャンパス内を歩くキャンパスツアーが実施された。龍谷ソーラーパーク（屋根置き太陽光パネル）を見たり、2号館北側新棟「灯炬館」内にある、「る」の森について、その持続可能性やコンセプトについて情報共有がされた。それらを受け、午前のグループワークとして「居心地の良い空間づくり」について議論が行われた。
	　午後の部は、まずOCsメンバーである岩佐祐吾氏より、過去の提言書で大学に実施が提案された内容の進捗確認報告が行われた。実現が完了したものとしては、全キャンパスの再生可能エネルギー100％、龍谷ソーラーパーク増設や環境プログラム（講義）の実施などがある。取り組み中のものは瀬田キャンパスでのソーラーシェアリング実施や龍大バザールの教科書回収や販売などがあげられた。一方で、スクールバスの本数見直しや食分野における取り組みは依然として未着手であることが共有された。 　その後、NPO法人気候ネットワークの豊田陽介氏から、グループワークにつながる論点提起があった。龍谷大学らしい脱炭素の取り組みは学生主体で創出することができること、そして脱炭素は「我慢の省エネ」ではなく「豊かさの創出」へ転換していくことの重要性などが伝えられた。また、エネルギー・建物や通勤通学、教育、地域連携といったそれぞれ分野で考慮すべき課題や視点など、その後の議論のヒントも提供された。
	5-3.　過去提言書の進捗確認の概要 （OCs）
	5-4.　ファシリテーション・グラフィック成果物

	　伐採した木を使ったものづくり（木のアクセサリーやお茶碗作り、DIY体験、ワークショップ）をしてもらう。自分たちで切った木が身近なモノに生まれ変わる体験を通して、資源の循環について理解を深めることができる。
	C班
	D班
	E班
	　二つ目に、地域や農家との連携を通した活用を提案する。農家の方と協力して「龍谷の森」を活用したしいたけ作りを行い、地域の人にも参加してもらう。また、農家の方へのお礼として肥料となる落ち葉や土を提供し、循環型の取り組みにする。収穫したしいたけはスーパーで販売し、商品に「龍谷の森ツアー」のQRコードを添付することで活動の周知につなげる。これらの活動には農学部や政策学部、経営学部が関与することを想定している。
	　これらの課題に対する解決策として、まず周知を強化することが挙げられる。オープンキャンパスやキャンパスツアー、授業などの場で大学の取り組みを紹介することや、ゼミ選びの際に脱炭素化の取り組みを紹介することなどが考えられる。また、エアコンの省エネ設定温度やその効果について説明することで、学生の理解を深めることも重要である。さらに、取り組みの可視化も有効である。例えば、発電から電力使用までの流れを示す掲示板を設置したり、太陽光発電のモニターを目につきやすい場所に設置したりすることで、エネルギーの流れを分かりやすくする。また、大学の取り組みやエネルギーの仕組みをアニメーションなどで紹介することも提案された。加えて、イベントやルール作りによる取り組みも考えられる。大学公式の環境貢献賞を設けたり、文化祭などで留学生とともに各国の取り組みを比較するイベントを開催したりすることで関心を高めることができる。他にも、古紙回収ボックスの設置や印刷ポイントの見直しなど、制度面での改善も提案された。
	2班
	　深草キャンパスの新棟がより多くの学生に有意義に活用されることを目指し、「使い方の発明」をテーマにアイデアを考えた。使い方の発明は「脱炭素」「自然共生」「居心地」の三つの観点から検討し、それぞれのアイデアがどの程度「龍谷大学らしい」ものかについても考えた。具体的には、龍谷大学ならではの特徴を表しているか、他大学や地域にとっても汎用性が高いものであるかという観点から整理した。これは、龍谷大学が取り組む活動の優先順位を考える際に参考になるだろう。
	　一つ目に、脱炭素に関する提案として、キャンパス内でゴミを出さない環境づくりが挙げられた。現在、生協やコンビニ、キッチンカーで販売されている商品にはプラスチック包装が多く、学食が混雑しているということもあり、多くのゴミが出てしまうという課題がある。そこで、容器をデポジット制度で販売するキッチンカーを奨励したり、パンを個包装ではなく袋から出した状態で販売したりすることで、ゴミを出さないキャンパスライフを目指すことを提案する。また、講義資料として配布される紙のプリントを減らすために、パソコンの持参を推奨することも脱炭素化に向けた取り組みとして挙げられた。これらの取り組みは他大学でも実施可能な汎用性の高いアイデアであると考えられる。
	　二つ目に、自然共生の観点では、学生が深草の森に水やりを行うことで自然と触れ合う機会をつくるという提案があった。これは、龍谷大学ならではの特徴を活かした取り組みであるといえる。さらに、鳥にもやさしいキャンパス環境を目指し、木を植えたり建物のデザインを工夫することも提案され、この取り組みは他大学でも実施可能な汎用性の高いものである。
	　三つ目に、居心地の向上という観点では、混雑度マップを作成し、キャンパス内の建物の利用状況を分かりやすくすることを提案する。これにより学生が混雑していない場所を選んで利用できるようになり、すべての建物がより有効に活用される環境を整えることができる。このような取り組みは、キャンパス空間を学生が主体的に使いこなすという点で、龍谷大学らしさを表すアイデアである。
	　　四つ目に、脱炭素と居心地を組み合わせた取り組みである。学生や教職員の環境配慮行動を可視化するため、木が表示されたモニターを設置することを提案する。マイボトルの使用量が増える、ゴミの量が減る、エコな通勤・通学が増えるなどの行動に応じてモニターの木が成長する仕組みである。これにより環境配慮行動を促進することを目指す。特に深草キャンパスは公共交通機関を利用しやすい立地にあるため、エコな通勤・通学の取り組みとも相性がよいと考えられる。 また、着なくなった衣類や使わなくなった物を販売するマーケットを開催し、リサイクル促進と地域との交流を図ることも提案された。これらの取り組みは、龍谷大学らしさもあり、汎用性も高いものである。 　五つ目に、脱炭素・自然共生・居心地の三つを同時に実現する取り組みとして、「龍谷の森」の木材を使ったワークショップの開催が挙げられた。また、これらの取り組みが学生主体で意欲的に行われるようにするためには、「る」の森をはじめとする新棟がどのような目的で設計されたのか、また大学が進めているソーラーパネルの取り組みなどを学生に広く伝えることが重要である。そのため、「仏教の思想」などの必修科目を通して、大学の環境への取り組みを学ぶ機会を設けることが提案された。これは龍谷大学らしい取り組みであるといえる。加えて、ソーラーパネルの発電量に応じて明るさが変化する電球を設置した部屋をつくることで、脱炭素化に向けた取り組みを可視化し、学生のモチベーションを高める仕組みも考えられた。これは、龍谷大学らしさもあり、他大学や地域にとっても汎用性が高いものである。
	3班
	　学内の空間をより快適にするとともに、カーボンニュートラルなキャンパスを実現するための取り組みについて検討した。

	　まず、学内により居心地のよい空間を広げるための工夫についてである。例えば、「る」の森のようにBGMを取り入れることや、香りによる空間演出を行うことで心地よい空間をつくることができる。「龍谷の森」の鳥の鳴き声をBGMとして活用することで、森とキャンパスの心理的距離を縮めることも提案された。加えて、座れるスペースを増やすことや、慧光館にあったアートサイエンスの展示を和顔館などにも展開すること、可能な範囲で空調の効いた空間を増やすことなども意見として挙げられた。
	　次に、カーボンニュートラルなキャンパスを実現するためのアイデアとして、デポジット型マグカップの導入が挙げられた。これは、飲料を購入する際に預かり金を支払い、マグカップを返却することでその預かり金が返金される仕組みのリユース容器であり、龍谷大学にちなんだデザインを施すことも提案された。また、キャンパスの外壁にペロブスカイト太陽電池を設置することで、再生可能エネルギーの活用をさらに進めるという取り組みや、龍谷の森で発生する落ち葉を活用した暖炉を設置し、その熱を利用して焼き芋や焼きシイタケを作るという取り組みも提案された。他にも、龍谷の森の間伐材を利用して割り箸を作成し、それをキャンパス内で使用することで、資源を有効活用することも考えられた。紙の使用量を削減するための取り組みとしては、教科書をサブスクリプション形式で利用できる仕組みを導入することや、パンフレットなどの資料を電子化することが挙げられた。大学の拡張と連動して地域への再生可能エネルギー導入を促進するという提案もあった。
	　地域との連携を意識した取り組みとして、地域住民も利用可能なウォーターサーバーを設置する「龍水サービス」という案が出された。これはサブスクリプション形式で提供され、龍谷大学の学生が地域の家庭へ水を届けるアルバイトを行う仕組みを想定しており、地域との交流の促進や防災時の水の確保にも役立つ可能性がある。また、電動アシスト付き自転車の貸し出しを行い、通学や地域連携活動に活用することで、移動に伴う環境負荷の低減を図ることも提案された。加えて、ジムに漕ぎ発電装置を設置し、運動をしながら発電を行う仕組みを作るという意見も挙げられた。
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	・実際に行われている事業や情報、取り組みをもっと知りたいと思いました。 ・自治体レベルではなにをやっているのかをあまり知る機会がないため、もうすこし知る機会が必要。大学との連携をして勧めている点で、地域に根ざしたことができていると思う。 ・学生気候会議に参加するまではカーボンニュートラルへの活動でどんな事をしているのが知りませんでしたし、興味もありませんでしたが、この会議に参加して興味が湧いたので、現在京都や滋賀が将来どんなことを目指しているのか見ていきたいと思いました。 ・学内の再生可能エネルギー利用率100%はすごいと思った。学内の省エネ率を増やし、再エネを投資できるぐらい成長してほしい。 ・学生にあまり伝わってない気がするため、もう少し大々的に言ってもいいと思う ・これからも挑戦を続けて、カーボン・ニュートラルで日本を引っ張っていって欲しいです。 ・学生だけでなく、高齢者の方や企業人も含めた全世代での取り組みを定期的に行うのが良いかと思いました。 ・カーボンニュートラルの取り組みが、ダイレクトに市民や企業に還元する制度が整っていないと、いずれ疲れ始めるため、まずその仕組みを整えるべきだと思う。 ・今で十分よい取り組みを行えていると感じているので、もっと多くの大学や地域に広げていく機能を果たしていただきたいと考える。 ・観光地が多いので、海外国内から来た人に対してポジティブな環境の影響を与えることも大切なのかと考えました。

